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目標「令和3年度末にめざすICTを活用した学びの姿」

①全児童が，デジタルドリルで自習をすることができる。

②全教員が，毎日，学習や活動の場面でICTを活用している。

③全教員が，共同編集機能を利用することができる。

④全教員が，ファイル共有機能を利用することができる。

⑤GIGAスクール構想学習指導部で学年に応じた活用法をまとめる。



①全児童が，デジタルドリルで自習をすることができる。

デジタルドリルの使い方やタブレットの持ち帰りに関するOJTの実施



〇リモート朝の会の実施に向けて

クラスルームを使ったMeetの指導（ICT支援員のサポートを受けて）



〇夏季休業中のクロームブック持ち帰りの様子

リモート朝の会 デジタルドリル



②全教員が，毎日，学習や活動の場面でICTを活用している。

学校研究の取組（☆授業）と連動したICTを活用した実践の共有



②全教員が，毎日，学習や活動の場面でICTを活用している。

書籍や研修などから実践の紹介



②全教員が，毎日，学習や活動の場面でICTを活用している。

ICTを活用している実践①（カメラ）

画像 動画



②全教員が，毎日，学習や活動の場面でICTを活用している。

ICTを活用している実践②（検索）

総合 生活



②全教員が，毎日，学習や活動の場面でICTを活用している。

ICTを活用している実践③（スライドを使った まとめ・発表）

英語 総合



②全教員が，毎日，学習や活動の場面でICTを活用している。

ICTを活用している実践④（データの共有）

共有ドライブ（図工） クラスルーム（国語）



②全教員が，毎日，学習や活動の場面でICTを活用している。

ICTを活用している実践⑤（校長・教頭の参加）

英語の動画の発信（教頭）絵のアドバイス（校長）



③④全教員が，共同編集機能・ファイル共有機能を利用することができる。

ランチタイムなどを活用した全員でのオンライン研修

・接続などの手間の削減

・学んだことの交流

・担当者が実施状況の把握



③④全教員が，共同編集機能・ファイル共有機能を利用することができる。

機能を利活用した3・4人のミニグループでのOJT

・ジャムボードで実践報告
・共同編集作業への招待
・共同編集作業で実践交流
・共有ドライブを活用してデー
タの提出



③④全教員が，共同編集機能・ファイル共有機能を利用することができる。

教員が機能を利活用している実践

夏季休業中の職朝　連絡 研究　実践の交流



◎使用ルール・情報モラル

児童会が中心となって作ったルール 情報モラル教室



成果と課題

①児童が，デジタルドリルを使って家庭学習ができている。

　そしてMeetを使って朝の会ができるようになった。

②教員が，日々，学習や活動の場面でICTを活用している。

③④教員が，共同編集機能・ファイル共有機能を授業・校務で活用が　でき

ている。

⑤2・3学期に実践を蓄積し，分類・整理していくことが課題である。


